
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

 

 

〔第１回〕 山口由美と行く『五感で楽しむ日本の宿』講座  

東京ステーションホテル 
～ 過去と未来をつなぐ Living Heritageホテル ～ 

 

 

日本の鉄道の拠点である東京駅の駅舎ホテルとして歴史を重ねてきた「東京ステーションホテル」。

2012（平成 24）年のリニューアルで 21 世紀のラグジュアリーホテルとして生まれ変わりました。  

クラシックホテルが Living Heritage（使い続ける遺産）として継承されていくには何が必要なのか。

その実践である東京ステーションホテルの魅力と共に体験して頂く講座です。 

 

4月 10日 (土) 1２：３０～  （受付 12:00～） 

東京ステーションホテル / ゲストラウンジ「アトリウム」 

４０名様 限定 （事前申込） 

15,000円   （ランチ・講座・ホテルツアー） 

                            

 
１２：00 受付開始  

12：30～   

 

東京ステーションホテルの石原総料理長が、本講座のために厳選した食材

で皆様をもてなす「スペシャルランチ～春の宴～(5 品）をご堪能ください。  

デザートタイムには、ホテルの歴史を綴った貴重な映像上映を行います。 

★ 本コースのお飲み物は、デザート時にコーヒまたは紅茶が含まれております。 

★ お席は 3密を避けるため「1組１テーブル」を基本とさせていただきます。 

 

１4：００～  

     世界のクラッシックホテル 

Hyatt (ハイアット)のライフスタイルホテル Andaz (アンダーズ) の一号店

が実はクラシックな駅舎ホテルのリノベーションだったなど、世界のクラシック

ホテル事情を写真とともにお話しします。 

     〔特別対談〕 東京ステーションホテルを語る 

6 年半かけたホテル大改装の陣頭指揮をとった藤崎総支配人に、重要文化

財の中にあるホテルとして生まれ変わるまでの経緯を伺い、２１世紀のクラシ

ックホテルの進むべき未来を語ります。 
 

１5：4０～    

 

東京ステーションホテルのスタッフの案内で巡る、通常では見学することが 

難しいホテル館内の特別見学ツアーを行います (所要時間：約 30分) 

★ 感染症対策として３密を避けるため、ホテルツアーは最大８名様１グループの少人数

に分けて実施いたします。  
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神奈川県箱根町生まれ。

旅とホテルを主なテーマに

ノンフィクション、紀行、評

論、小説など幅広い分野

で執筆。曾祖父が富士屋

ホテル創業者の山口仙之

助、祖父が最後の同族経

営者の山口堅吉にあたる。 

雑誌・TVでも活躍。『昭和

の品格 クラシックホテル

の秘密』など著書多数。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都出身。立教大学経

済学部卒。 ㈱リクルートの

子会社を経て、84 年東京

ヒルトンインターナショナル

（現ヒルトン東京）開業ス

タッフとして入社。 その後、

ウェスティンホテル東京、

（株）JAL ホテルズ本社を

経て、2011 年 7 月より、

東京ステーションホテルに

着任。その後、総支配人に

就任し、現在に至る。 

 

 

  

 

山口由美と行く 『五感で楽しむ日本の宿』 講座 事務局 
㈱ セレンディピティ倶楽部 TEL 03-3476-7207 (平日 10:00-17:00) 

mail@serendipityclub.jp 

作家・山口由美 

日 時 

お申し込み方法  メールまたは電話で講座事務局までお申込みください 

会 場 

定 員 

参加費 

講座 A 

講座B 

 山口由美が語る「五感で感じる日本の宿講座」 

プログラム 

東京ステーションホテル 「スペシャルランチ～春の宴～」 

「東京ステーションホテルツアー」 

講 師 

ゲスト講師 

東京ステーションホテル 

総支配人 藤崎 斉 

mailto:mail@serendipityclub.jp


   
 

東京ステーションホテルの魅力は、第一に、日本初の重

要文化財の中にあるホテルであること。第二に、一方で

21 世紀のラグジュアリーホテルとしての居住性と機能性

を備えていることがあげられます。第三に、これは創業当

時から不変の魅力ですが、駅と共にあるステーションホテ

ルであることでしょう。 重要文化財の中に位置する宿泊

施設としては、旅館や宴会場のみ該当するホテルはありま

したが、宿泊部門も含めたホテルでは、東京ステーション

ホテルが初めてでした。 

そして、6 年半におよぶ大改装を経たことで、過去の遺

産を継承し、建物の魅力を最大限に生かしながら、新た

な魅力を構築する未来志向が生まれたのだと思います。 

ステーションホテルならではの特徴も随所にあります。  

これもお見逃しなく。 

 

 

1914年（大正 3） 東京駅 開業 

1915年（大正 4） 東京ステーションホテル開業 

1923年（大正 12） 関東大震災（駅舎・ホテルは特に被害なし） 

1933年（昭和 8）  ホテル名称を「東京鉄道ホテル」に改称 

1945年（昭和 20） 空襲で東京駅丸の内駅舎の屋根等が焼失 

1947年（昭和 22） 3階建ての駅舎を 2階建ての駅舎として復旧 

1951年（昭和 26） 東京ステーションホテル 営業再開 

２003年（平成 15） 東京駅丸の内駅舎が国の重要文化財に指定 

2006年（平成 18） 東京ステーションホテル 一時休館 

2007年（平成 19） 東京駅丸の内駅舎 保存・復原工事着工 

2012年（平成 24） 東京ステーションホテル・リニューアルオープン 

2014年（平成 26） 東京駅開業 100周年 

2015年（平成 27） 東京ステーションホテル開業 100周年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ステーションホテルの魅力 ～ 山口由美 

“春”をテーマとした石原雅弘総料理長のスペシャルランチ 

 

東京ステーションホテルの歴史 

時代を超えて愛されるホテルの“今”を体感するホテルツアー 

イメージ 


